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シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム 

１
５
分
程
度 

     

「
折
紙
部
へ
よ
う
こ
そ
」 

  

脚
本 

大
岡
俊
彦 

   

折
紙
は
子
供
の
遊
び
だ
と
思
っ
て
い
た
高
校
生
、

神
谷
は
「
現
代
折
紙
」
の
魅
力
を
知
る
。 

千
羽
鶴
を
折
る
事
件
で
、
正
式
に
折
紙
部
の
入
部

を
決
め
た
。 

         

登
場
人
物 

 

神
谷
（
１
５
） 

高
校
生
。
表
面
的
な
付
き
合
い
の 

周
囲
に
退
屈
し
て
い
た
。 

 

茶
美
（
１
５
） 

折
紙
部
部
長
。
分
厚
い
眼
鏡
。 

山
本
（
１
６
） 

折
紙
部
。
関
西
弁
。 

谷
（
１
６
） 

 

折
紙
部
。
メ
ン
ヘ
ラ
系
。 

 

高
見
沢
先
輩
（
１
７
） 

サ
ッ
カ
ー
部
主
将
。 

美
也
子
（
１
６
） 

 
 

女
子
高
生
モ
デ
ル
。 

 

女
子
Ａ 
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〇×
×

高
校
の
教
室 

  
 

 

終
了
の
チ
ャ
イ
ム
。 

神
谷
（
１
５
）
「
…
…
」 

 
 

 
窓
の
外
を
退
屈
そ
う
に
見
て
い
る
。 

 
 

 
テ
ス
ト
の
成
績
は
６
９
点
。
そ
れ
を
紙
飛
行 

機
に
折
り
始
め
る
。 

 
 

 

肩
組
ん
で
仲
良
し
ア
ピ
ー
ル
し
、
自
撮
り
す 

る
女
子
た
ち
。 

神
谷
Ｎ
Ａ
「
表
面
だ
け
楽
し
そ
う
に
し
て
、
楽
し
い 

の
か
？
」 

 
 

 

写
真
撮
り
終
え
た
ら
す
ぐ
離
れ
る
。 

神
谷
Ｎ
Ａ
「
そ
っ
ち
が
本
当
の
距
離
だ
ろ
？
」 

 
 

 

漫
画
雑
誌
を
一
緒
に
見
る
男
子
た
ち
。 

神
谷
Ｎ
Ａ
「
話
合
わ
せ
て
る
だ
け
だ
ろ
？
」 

 
 

 

窓
か
ら
紙
飛
行
機
を
投
げ
る
。 

神
谷 

「
…
…
（
た
め
息
）
」 

茶
美
の
声
「
こ
ら
ー
！ 

一
年
Ｃ
組
神
谷
広
！
」 

 
 

 

窓
の
外
に
は
、
紙
飛
行
機
を
拾
っ
た
、
茶
美 

（
１
５
）
。 

神
谷 

「
拾
わ
な
く
て
い
い
よ
！
」 

茶
美 

「
ア
ン
タ
、
折
紙
の
才
能
あ
る
よ
！
」 

神
谷 

「
…
…
は
？
」 

 

〇
同
、
折
紙
部
、
部
室
内 

 

茶
美 

「
基
本
は
折
鶴
な
の
よ
。
で
き
る
？
」 

神
谷 

「
い
ち
お
う
、
日
本
人
だ
し
」 

 
 

 

さ
さ
っ
と
折
り
始
め
る
神
谷
。 

 
 

 

折
り
上
が
っ
た
鶴
と
飛
行
機
を
見
比
べ
、 

ほ
れ
ぼ
れ
す
る
茶
美
。 

茶
美
「
一
点
に
集
ま
る
所
が
丁
寧
。
直
角
が
ち
ゃ
ん 

と
取
れ
て
る
」 

神
谷 

「
…
…
て
い
う
か
、
『
折
紙
部
』
っ
て
な
ん 

だ
よ
。
子
供
の
遊
び
だ
ろ
こ
ん
な
の
」 

茶
美 

「
…
…
と
思
わ
れ
て
創
部
十
年
。
潰
れ
そ
う 

な
の
で
、
幽
霊
部
員
で
い
い
ん
で
、
メ
ン
バ
ー
に 

入
っ
て
く
れ
な
い
？
」 

神
谷 

「
…
…
」 

茶
美 

「
あ
！
（
わ
ざ
と
ら
し
く
） 

資
料
取
っ
て 
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こ
な
き
ゃ
！ 

で
も
重
い
本
ば
っ
か
で
男
子
の
力 

が
欲
し
い
な
あ
…
…
（
ち
ら
り
と
見
る
）
」 

神
谷 

「
ど
こ
？
」 

茶
美
、
鍵
を
す
か
さ
ず
渡
す
。 

 

〇
廊
下
、
資
料
室
前 

  
 

 

鍵
を
開
け
よ
う
と
す
る
神
谷
を
、
茶
美
、
山 

本
（
１
６
）
、
谷
（
１
６
）
の
三
人
が
覗
く
。 

 
 

 

鍵
を
開
け
て
中
を
見
た
神
谷
、
驚
く
。 

 
 

 

三
人
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。 

 

〇
資
料
室
内 

  
 

 

そ
こ
に
鎮
座
し
て
い
た
の
は
、
ケ
ー
ス
入 

 
 

 

り
の
「
龍
神
」
（
添
付
資
料
）
。
全
高
１
メ
ー 

ト
ル
。
そ
の
精
巧
さ
は
芸
術
品
だ
。 

神
谷 

「
な
ん
だ
…
…
こ
れ
…
…
」 

 
 

 

思
わ
ず
近
づ
い
て
確
か
め
る
神
谷
。 

 
 

 

他
に
も
彫
刻
と
見
ま
が
う
よ
う
な
、
立
体
物 

を
折
紙
で
つ
く
っ
た
作
品
た
ち
（
添
付
資
料
）
。 

す
べ
て
「
不
切
、
正
方
形
紙
」
と
添
え
書
き
。 

茶
美 

「
切
れ
目
な
し
、
正
方
形
の
紙
か
ら
折
り
上 

げ
た
っ
て
意
味
」 

 
 

 

う
し
ろ
か
ら
覗
い
た
三
人
の
顔
。 

神
谷 

「
…
…
嘘
だ
ろ
。
…
…
こ
れ
、
本
当
に
折
紙
？
」 

 
 

 

三
人
、
満
面
の
笑
み
で
う
な
づ
く
。 

 

〇
タ
イ
ト
ル
「
折
紙
部
へ
よ
う
こ
そ
」 

  
 

 

音
楽
に
の
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
た
ち
。 

 

〇
折
紙
部
部
室
内 

  
 

 

机
の
上
の
資
料
と
神
谷
の
鶴
。 

茶
美 

「
ド
ッ
キ
リ
で
ご
め
ん
ね
！ 

ウ
チ
の
伝
統 

な
の
よ
。
で
も
奪
わ
れ
た
っ
し
ょ
、
魂
」 

神
谷 

「
い
や
、
…
…
マ
ジ
、
な
ん
つ
う
か
…
…
」 

茶
美 

「
全
部
伝
説
の
先
輩
の
作
品
。
私
た
ち
は
あ 

れ
を
目
指
し
て
る
の
。
あ
、
紹
介
す
る
ね
。
山
本 
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く
ん
！
」 

 
 

 

山
本
、
黙
々
と
折
紙
を
折
っ
て
い
る
。 

茶
美 

「
谷
さ
ん
！
」 

 
 

 

谷
は
メ
ン
ヘ
ラ
系
女
子
。
腕
を
ま
く
っ
て
、 

 
 

 
無
数
の
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
跡
を
見
せ
る
。 

谷 
 

「
山
折
り
、
谷
折
り
、
山
折
り
、
谷
折
り
」 

神
谷 

「
…
…
（
ド
ン
引
き
）
」 

山
本 

「
出
来
た
で
！
」 

 
 

 

首
が
二
つ
の
鶴
。 

神
谷 

「
え
？
」 

 
 

 

首
が
三
つ
の
鶴
。
五
つ
の
鶴
。
九
つ
の
鶴
。 

山
本 

「
足
も
生
や
そ
う
か
！
」 

 
 

 

二
本
足
の
鶴
。
ス
タ
コ
ラ
サ
ッ
サ
と
走
る
鶴
。 

 
 

 

体
育
座
り
す
る
鶴
（
添
付
資
料
）
。 

神
谷 

「
な
に
こ
れ
…
…
な
に
こ
れ
…
…
！
」 

山
本 

「
全
部
鶴
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
折
れ
る
ん 

や
で
？
」 

茶
美 

「
山
本
く
ん
は
、
た
ま
に
千
羽
鶴
の
バ
イ
ト 

 

す
る
こ
と
も
あ
る
の
」 

神
谷 

「
い
や
そ
れ
駄
目
っ
し
ょ
」 

 
 

 

女
子
Ａ
が
走
っ
て
来
て
部
室
に
乱
入
。 

女
子
Ａ
「
大
変
大
変
！ 

茶
美
！ 

折
紙
部
の
協
力 

 

要
請
！
」 

茶
美 

「
な
に
？
」 

女
子
Ａ
「
サ
ッ
カ
ー
部
の
高
見
沢
先
輩
が
、
骨
折
し 

 

て
入
院
だ
っ
て
！
」 

茶
美
、
谷
「
え
え
え
え
え
！
」 

 
 

 

動
揺
し
て
立
つ
二
人
。 

女
子
Ａ
「
で
、
女
子
み
ん
な
で
千
羽
鶴
折
ろ
う
と
思 

っ
て
て
…
…
」 

茶
美
、
谷
「
任
せ
な
さ
い
！
」 

神
谷 

「
そ
の
千
羽
鶴
、
こ
れ
で
折
っ
た
ら
面
白
く 

ね
？
」 

全
員 

「
？
」 

神
谷 

「
足
骨
折
し
た
ん
な
ら
、
足
の
生
え
た
鶴
の 

 

ほ
う
が
い
い
っ
し
ょ
」 

茶
美 

「
お
前
天
才
か
！
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

神
谷
の
折
る
手
先
。 

神
谷 

「
意
外
と
難
し
い
。
あ
ん
な
こ
と
言
う
ん
じ 
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ゃ
な
か
っ
た
…
…
」 

山
本 

「
最
初
は
そ
ん
な
も
ん
そ
ん
な
も
ん
や
で
。 

腹
を
も
う
少
し
余
裕
を
持
た
さ
な
」 

神
谷 

「
？
」 

 
 

 
一
枚
の
紙
に
戻
す
。
た
く
さ
ん
の
折
り
目
。 

山
本 
「
こ
こ
。
狭
い
や
ろ
、
腹
」 

神
谷 

「
ど
れ
が
腹
？
」 

 
 

 

ど
こ
か
ら
見
て
も
理
解
で
き
な
い
。 

神
谷 

「
茶
美
、
わ
か
る
？
」 

 
 

と
女
子
を
見
る
と
、
黙
々
と
「
足
の
生
え
た
鶴
」 

が
大
量
の
山
に
。 

神
谷 

「
す
っ
げ
！
」 

茶
美 

「
話
し
か
け
な
い
で
（
怖
い
目
）
」 

谷 
 

「
黒
魔
術
。
黒
魔
術
」 

 
 

 

谷
は
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
て
、
手
首
の
血
を
紙 

に
し
み
こ
ま
せ
て
い
る
。 

山
本 

「
ば
れ
た
ら
ド
ン
引
き
さ
れ
る
か
ら
や
め
と 

き
！
」 

 

〇
夜
、
折
紙
部
部
室
内 

  
 

 

鶴
を
数
え
る
谷
。 

谷 
 

「
三
百
四
十
…
…
五
。
あ
と
六
百
ち
ょ
い
！
」 

茶
美 

「
あ
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
神
谷
。
も
う
帰 

 

っ
て
い
い
よ
。
幽
霊
部
員
だ
か
ら
も
う
来
る
必
要 

は
な
い
け
ど
、
時
々
は
来
て
ね
」 

神
谷 

「
い
や
、
こ
の
ま
ま
中
途
半
端
な
の
は
嫌
だ 

よ
。
言
い
出
し
っ
ぺ
俺
み
た
い
に
な
っ
て
る
し
」 

 
 

 

グ
ー
と
お
腹
が
鳴
る
茶
美
。 

 
 

 

山
本
、
谷
、
茶
美
、
無
言
で
じ
ゃ
ん
け
ん
。 

 
 

 

谷
の
負
け
。 

茶
美 

「
神
谷
の
分
も
買
う
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

み
ん
な
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
食
べ
な
が
ら
。 

神
谷 

「
何
か
部
活
っ
て
楽
し
い
ね
！
」 

茶
美 

「
で
し
ょ
？
」 

 
 

 

大
き
な
白
紙
が
机
の
上
に
置
か
れ
た
ま
ま
。 

神
谷 

「
な
ん
で
折
ら
な
い
の
？
」 

茶
美 

「
…
…
は
ま
ん
な
い
ん
だ
よ
ね
」 

神
谷 

「
？
」 
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茶
美 

「
（
紙
を
さ
し
な
が
ら
）
羽
、
頭
、
尾
。
…
… 

問
題
は
足
。
両
足
を
同
じ
に
す
る
な
ら
簡
単
だ
け 

ど
…
…
」 

神
谷 

「
え
？ 

何
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
ん
の
？
」

茶
美 
「
…
…
（
真
剣
な
ま
な
ざ
し
）
」 

 

〇
別
の
日
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
よ
う
な
服
の
量
販
店 

  
 

 

に
て
、
服
を
選
ぶ
神
谷
。 

神
谷 

「
あ
れ
？ 
茶
美
？
」 

 
 

 

バ
イ
ト
し
て
い
る
茶
美
。
と
、
す
ご
い
勢 

 
 

 

い
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
き
れ
い
に
畳
む
。 

 
 

 

（
『
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
２
秒
で
畳
め
る
技
』
。
添
付 

資
料
参
照
） 

神
谷 

「
え
！
」 

 
 

 
 

開
い
て
は
畳
み
、
ま
た
畳
む
茶
美
。 

神
谷 

「
（
先
生
の
真
似
を
し
て
）
わ
が
校
の
生
徒
は 

勉
学
を
本
分
と
し
、
副
業
な
ど
を
禁
止
し
て
お
り 

…
…
」 

茶
美 

「
神
谷
！ 

こ
こ
絶
対
ば
れ
な
い
と
思
っ
た 

の
に
！
」 

神
谷 

「
そ
れ
」 

茶
美 

「
？
」 

神
谷 

「
ど
う
や
っ
て
ん
の
」 

茶
美 

「
ん
？ 

あ
あ
、
折
紙
と
一
緒
だ
よ
？
」 

 
 

 

手
癖
の
よ
う
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
折
り
畳
む
。 

神
谷 

「
？
？
？
？
？
？
」 

茶
美 

「
よ
く
み
て
、
表
が
裏
に
、
裏
が
表
に
な 

 

る
の
」 

神
谷 

「
？
？
？
」 

茶
美 

「
（
ゆ
っ
く
り
や
り
な
が
ら
）
表
と
裏
が 

 

入
れ
替
わ
る
。
折
紙
の
魅
力
っ
て
そ
こ
よ
ね
」 

神
谷 

「
表
と
…
…
裏
…
…
」 

茶
美 

「
あ
！
」 

神
谷 

「
？
」 

茶
美 

「
今
な
ら
折
れ
る
！ 

手
伝
っ
て
！
」 

 

〇
夜
、
部
室 

  
 

 

大
き
な
紙
を
持
ち
、
二
人
で
対
角
線
を
折
る
。 
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何
度
も
何
度
も
折
っ
て
、
折
り
目
を
つ
け
て 

は
開
く
。 

神
谷 

「
ま
だ
折
る
の
？
」 

茶
美 

「
こ
の
細
か
い
部
分
が
、
細
く
て
強
い
足 

 

に
な
る
。
神
谷
、
や
っ
ぱ
才
能
あ
る
よ
。
正
確
」 

神
谷 
「
茶
美
も
手
小
さ
い
の
に
、
丁
寧
だ
な
」 

茶
美 

「
神
谷
の
手
、
意
外
に
ゴ
ツ
イ
ね
（
笑
）
」 

神
谷 

「
…
…
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

茶
美
、
い
よ
い
よ
細
か
い
と
こ
ろ
に
入
る
が
、 

 
 

 

神
谷
は
ウ
ト
ウ
ト
し
始
め
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

寝
た
神
谷
を
起
こ
す
茶
美
。 

茶
美 

「
帰
る
よ
」 

神
谷 

「
え
？ 

あ
れ
？ 

…
…
あ
」 

 
 

 

出
来
上
が
っ
た
、
美
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鶴 

（
添
付
資
料
）
。 

神
谷 

「
ス
ゲ
エ
！
」 

 
 

 

思
わ
ず
立
ち
上
が
り
、
詳
し
く
見
る
。 

 
 

 

左
右
の
足
が
非
対
称
で
動
き
が
あ
る
。 

神
谷 

「
俺
…
…
お
前
の
こ
と
誤
解
し
て
た
！ 

 

お
前
す
げ
え
よ
！ 

ち
ん
ち
く
り
ん
で
眼
鏡
の
、 

 

ど
こ
に
こ
ん
な
き
れ
い
な
心
が
あ
る
ん
だ
よ
！
」 

茶
美 

「
ほ
め
て
ん
の
？ 

け
な
し
て
ん
の
？
」 

神
谷 

「
ほ
め
て
ん
だ
よ
！ 

本
当
の
お
前
が
こ
こ 

に
い
る
ん
だ
！ 

美
し
い
心
の
茶
美
が
！ 

こ
れ 

な
ら
高
見
沢
先
輩
も
見
直
す
よ
！
」 

茶
美 

「
…
…
あ
り
が
と
」 

 

〇
翌
日
、
病
院
前 

  
 

 

眼
鏡
を
外
し
化
粧
を
し
て
き
た
茶
美
。
谷
。 

神
谷 

「
え
？ 

え
？
」 

山
本 

「
二
人
と
も
マ
ジ
や
で
」 

 

〇
廊
下
、
病
室
の
前 

  
 

 

千
羽
鶴
を
手
に
、
緊
張
し
て
入
れ
な
い
茶
美
。 

神
谷 

「
な
に
ビ
ビ
っ
て
ん
だ
よ
。
ら
し
く
ね
え
な
」 

茶
美 

「
や
っ
ぱ
無
理
…
…
今
時
千
羽
鶴
っ
て
…
…
」 
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神
谷 

「
た
だ
の
千
羽
鶴
じ
ゃ
ね
え
だ
ろ
。
お
前
の 

鶴
ひ
と
つ
で
千
羽
分
あ
る
だ
ろ
。
二
千
羽
鶴
だ
よ
」 

 
 

 

折
紙
部
の
千
羽
鶴
は
全
部
が
足
生
え
て
い
る
。 

 
 

 

頂
点
に
茶
美
の
折
っ
た
大
き
な
美
し
い
鶴
。 

 

〇
病
室 

 

茶
美 

「
お
、
折
紙
部
と
一
年
Ａ
組
女
子
、
合
同 

 

の
千
羽
鶴
を
も
っ
て
来
ま
し
た
！
」 

 
 

 

し
か
し
す
で
に
た
く
さ
ん
の
千
羽
鶴
が
。 

茶
美 

「
え
…
…
」 

美
也
子
（
１
７
）
「
な
に
ま
た
？ 

ご
苦
労
様
」 

 
 

 

と
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
受
け
取
る
。 

美
也
子
「
ヨ
ッ
シ
ー
。
ま
た
千
羽
鶴
」 

 
 

 

と
ベ
ッ
ド
の
高
見
沢
の
隣
に
座
っ
て
べ
た 

 
 

 

べ
た
す
る
。 

山
本 

「
モ
デ
ル
や
っ
て
る
二
年
の
美
也
子
さ
ん 

 

や
。
付
き
合
っ
て
た
ん
か
二
人
は
」 

高
見
沢
「
足
生
え
て
る
。
キ
モ
」 

茶
美 

「
…
…
」 

 
 

 

い
た
た
ま
れ
な
く
な
る
茶
美
。 

 
 

 

神
谷
、
切
れ
る
。 

神
谷 

「
キ
モ
イ
は
ね
え
だ
ろ
。
取
り
消
せ
よ
！
」 

高
見
沢
「
は
？
」 

神
谷 

「
足
折
っ
た
っ
て
い
う
か
ら
、
足
生
え
た
鶴 

に
し
た
ん
だ
よ
！ 

治
り
ま
す
よ
う
に
っ
て
！ 

折
紙
部
や
女
子
の
思
い
を
受
け
取
れ
や
！
」 

 
 

 

茶
美
の
鶴
。 

神
谷 

「
そ
の
足
何
回
折
っ
た
と
思
っ
て
ん
だ
よ
！ 

 

強
く
て
二
度
と
折
れ
な
い
よ
う
に
っ
て
ス
ゲ
エ
折 

り
込
ん
で
ん
の
に
！
」 

茶
美 

「
（
制
止
し
て
）
ご
め
ん
な
さ
い
。
…
…
一 

 

方
的
に
押
し
付
け
ま
し
た
。
キ
モ
く
て
ご
め
ん 

な
さ
い
」 

神
谷 

「
茶
美
も
あ
や
ま
ん
な
よ
！ 

好
き
な
思 

 

い
は
事
実
だ
ろ
う
が
！ 

も
う
い
い
！ 

（
鶴 

 

を
奪
っ
て
）
じ
ゃ
あ
こ
の
足
折
っ
て
や
る
！ 

 

二
度
と
走
れ
な
く
な
れ
！
」 

高
見
沢
「
や
め
ろ
よ
」 

神
谷 

「
…
…
」 
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高
見
沢
「
マ
ジ
、
効
き
そ
う
だ
か
ら
」 

 

〇
河
原 

  
 

 
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
く
４
人
。 

茶
美 
「
…
…
」 

神
谷 

「
茶
美
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
ほ
う
が
か
わ
い 

 

い
よ
。
そ
の
方
が
モ
テ
る
っ
て
」 

茶
美 

「
…
…
」 

神
谷 

「
す
い
ま
せ
ん
、
い
ろ
い
ろ
…
…
」 

茶
美 

「
…
…
」 

神
谷 

「
で
も
、
あ
れ
が
本
当
の
俺
か
も
。
表
だ
け 

取
り
繕
っ
て
る
ク
ラ
ス
が
、
俺
ず
っ
と
嫌
だ
っ
た 

ん
だ
よ
。
な
ん
か
今
日
は
、
表
と
裏
が
、
ひ
っ
く 

り
返
っ
ち
ま
っ
た
よ
。
折
紙
み
た
い
に
」 

茶
美 

「
…
…
折
紙
み
た
い
に
？
」 

神
谷 

「
俺
も
、
茶
美
み
た
い
に
本
当
の
自
分
、
出 

 

し
て
い
き
た
い
」 

茶
美 

「
…
…
毎
週
月
水
金
。
部
費
が
足
り
な
く
な 

 

っ
た
ら
、
千
羽
鶴
か
ユ
ニ
ク
ロ
で
バ
イ
ト
ね
」 

神
谷 

「
（
う
な
づ
く
）
」 

 
 

 

鞄
に
い
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
、
テ
ス
ト
の
紙
飛 

 
 

 

行
機
を
空
に
投
げ
る
。 

 
 

 

通
り
が
か
っ
た
先
生
の
足
下
に
。 

 
 

 

先
生
、
テ
ス
ト
を
開
い
て
。 

先
生 

「
一
年
Ｃ
組
神
谷
広
！
」 

神
谷 

「
や
べ
！
」 

 
 

 

逃
げ
る
４
人
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

E
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